
F －2　 ファミリーサイクルに対応する教育費

お茶の水女大家政　　 伊藤　秋子

立正大保専　○杉原　由機

1. 新しいファミリーサイクルのモデルに最近の教育

費を適用して教育費の変動を考察する。

2. 伊藤秋子と新垣都代子が第５次出産力調査原票に

よって作製した昭和25年結婚コーホートに基づくモデル

に，昭和41年度，文部省調査による教育費を適用ナる。

但し，小学校，中学校，高校における家庭教育費が調査

されていないので，同調査の昭和27年 ～40年の家庭教育

費の実際値から41年 度の理論値を推計して用いた。

3.    1） フ ァミリーサイクルと教育費との関係

末の子供が大学を卒業する時の父の年齢は２子, 3 子，

５子の場合それぞれ49 歳,  55歳,  59歳でその教育期間

は22年 ，24年 ，27年 となる，家計における年間総教育費

の最高となる時期とその金額は，2 子 の場合は父の年齢

46歳,  167,761円，3 子の場合は48歳,  268,161円，5 子

の場合は48歳, 324,795 円 となる。

2） ファミリーサイクルによる教育費の実収入に対す

る割合

父兄の負担する教育費が最高となる時期の 父 の 年 齢

と，教育費の実収入に対する割合は,    2子 の 場 合 は46

歳,  20.8%,    3子の場合は48歳,  33.2％,   5子 の場合は

48歳,  40.2％ であり，子供の数が多い程高い割合の時期

が長い。


